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This research focuses on the so-called "Elderly College", a series of lectures for the 
elderly that has been conducted for a long time in local governments around the country, 
and discusses the current situation and issues from the perspective of "Social 
Participation".  
Elderly colleges are not limited to passive lifelong learning such as taking courses, 
but are becoming places where local senior citizens meet and interact. The author 
considers this situation as “creating a platform for social participation,” and clarif ies 
some conditions for elderly colleges to become better “platforms for social participation” 
in the future. This is the purpose of this study. 
As case studies, the author selected five cities, Komaki, Toyokawa, Minoh, Kani and 
Musashino, which are suburbs of three major metropolitan areas, Tokyo, Nagoya and 
Osaka. Interviews were made with the relevant parties on the cities, and a comparative 
study was conducted. 
As emphasis is placed on the elements that lead senior citizens to social participation, 
this study adopts the three viewpoints as an analytical framework, “accessibility of 
participants”, “making new friends”, and “mechanism to maintain relationships with 
friends”. 
The jurisdiction and management of elderly colleges were diverse. In some case, they 
are managed directly by the welfare department for the elderly or the department of 
lifelong learning section, and in other case, they are entrusted and operated by the 
public interest incorporated foundation, or the federation of senior citizens. The fact 
that the management sections of the college varies from city and are decided by the 
purpose of them emerges. 
 Furthermore, when the author look at the contents of courses at elderly colleges, 
there are practical contents such as health courses, sports, and knowledge necessary 
for life such as disaster prevention and crime prevention, contents that enhance 
cultural education such as history lecture and appreciation, and recreational contents, 
which are classified as various fields such as welfare field, sports field, lifelong learning 
and cultural art field,  
In this way, elderly colleges have a status of comprehensive policies that go beyond 
the municipality's vertically divided administration, and in particular are projects in 
which welfare policies intersect with cultural policies including lifelong learning. For 
this reason, at the end of this paper, I suggest two ideas regarding the direction that 
the elderly colleges should aim for. 
For one thing, the local government should have rich and diverse courses or 
experience menu that goes beyond traditional welfare and lifelong learning so that it 
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Second, the destination of the "participation platform" at the elderly colleges must 
have creativity that the elderly can self-innovate and express freely. The possibility of 
cultural arts business in an aging society can be seen there. 
 
 
Keywords: Elderly College, elderly, Social Participation,  elderly welfare, 
          Lifelong learning,  culture and art,  cultural policy,  platform 













またこの高齢化率を先進諸国と比較してみると、わが国は 1980 年代までは下位、90 年
代にはほぼ中位であったが、2005 年には最も高い水準となった2。 
2018 年 10 月 1 日現在、わが国の総人口は、1 億 2,644 万人でそのうち 65 歳以上の人
口は 3,558 万人で、高齢化率は 28.1％である3。 
当然のことながら、社会保障給付費（年金・医療・福祉その他を合わせた額）は、2016
年度は過去最高水準となり、国民所得に占める割合は 29.84％で、そのうち高齢者関係給
付費の社会保障費全体に占める割合は 2016 年度には 67.2％ となった。また医療費に目
を転じると、年齢階級別一人当たり医療費（医療保険制度分）は 60 歳から 64 歳で 36.3 万
円であるものが、75 歳から 79 歳になると 76.9 万円、80 歳から 84 歳では 91.9 万円とな
っている4。 
 また、高齢化率を引き上げている要因の一つには、出生率の低下があげられる。将来の
人口の目安となる合計特殊出生率5（以下、出生率）が 2.0 であれば人口は横ばい、2.0 以





みると、3 世代同居という形が多かった 1980 年には、その割合は全体の半数を占めていた
が、2009 年では 3 世代同居 17.5％、単身世帯 23.0％と、単身世帯の比率が高くなってい
る。2018 年になると、夫婦のみの世帯が一番多く 31.1％を占めており、単独世帯の 27.1％











































                                                     
7 内閣府（2019）『令和元年版高齢社会白書』内閣府。  
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15 ここに示した 8 つの領域は狩野（2015）による。 
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 WHO 憲章の前文に、以下のような記載がある。  
世界保健機関（WHO)憲章前文（抜粋） 
Health is a state of complete physical and social well-being and not merely the 












                                                     
16 日本 WHO 協会仮訳。 
（https://www.japan-who.or.j p/commodity/index.html 最終閲覧日：2019 年 12 月 14 日）． 
17 2019 年 2 月 16 日閣議決定『高齢社会対策大綱』p.18． 
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18 厚生労働省ホームページ「これからの介護予防」、p.2.要約。 
（https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000075982.pdf 
 最終閲覧日：2019 年 5 月 31 日）． 
19 『毎日新聞』2019 年 5 月 4 日付朝刊。 
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21 長崎人権研究所ホームページ  
（http://naga-jinken.c.ooco.jp/shiryo1/madrid2002.htm 最終閲覧日：2019 年 12 月 10 日）． 
22 文化庁（2018）『文化芸術推進基本計画―文化芸術の『多様な価値』を活かして、未来をつくる
―（第 1 期）』文化庁 p.6． 
23 文部科学省（2013）『劇場、音楽堂等の事業の活性化のための取組に関する指針（平成 25 年文
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した。さらに Creative Aging の取り組みを分類し、その活動の特徴を指摘したうえで、以




⑶全国の公民館を Creative Aging センターに転換 
⑷全国の温泉を高齢な芸術家のレジデンス施設に 












                                                     
27 吉本光宏（2011）「高齢者の潜在力を引き出すアートのポテンシャル アートが拓く超高齢社会
の可能性」『ジェントロジージャーナル』、ニッセイ基礎研究所、№11-009、p.14. 


































                                                     
30 中川幾郎（2019）『これからの自治体文化政策 市民・都市・経済を考える』NPO 政策研究
所、pp11-12.中川は「これは私と法政大学にいらした江橋崇さんとの共同で考えた定義」として
いる。 
























































 第 1 章で述べたように、本研究では調査事例として 5 事例を取り上げた。 
その選択の方法は、まず大枠を東京、名古屋、大阪という大都市近郊で、なおかつ人口
が 10 万人から 20 万人規模の都市と定めた。次に高齢者大学の開催形態について、それぞ
れ異なるものを選択した。 
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小牧市は名古屋市の北約 15 ㎞、濃尾平野のほぼ中心に位置している。1955 年に小牧町、

















小牧市は東西最長 14.82 ㎞、南北最長 9.22 ㎞、その面積は 62.81 ㎢、人口は 152,816 人





                                                     
36 小牧市ホームページ「小牧市の概要」参照  
（https://www.city.komaki.aichi.jp/admin/profile/shoukai/12588.html 最終閲覧日：2019 年 5
月 26 日）． 
37 小牧市（2014）『小牧市企業新展開支援プログラム概要版 2014 年 5 月』小牧市。 
38 人口（小牧市人口世帯表）、65 歳以上の人口、高齢化率、要介護認定率（担当課資料）共に  
2019 年 4 月 1 日現在。 
39 小牧市（2019）『2019 年度小牧市一般会計予算書』小牧市。 
40 小牧市（2018）『ポケット統計 2018 年 10 月発行』小牧市。 
41 2015 年 4 月 1 日施行。 
42 1985 年 5 月 15 日制定。 
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文化振興ビジョン（2001 年度～2010 年度）」を、2011 年には「第 2 次小牧市文化振興ビ
ジョン（2011 年度～2020 年度）」を策定した。2016 年には「第 2 次小牧市文化振興ビジ






                                                     
43 小牧市（2015）『小牧市自治条例＝条文の趣旨と解説＝』小牧市 p.12. 
44 小牧市教育委員会（2016）『市民とともにつくる文化のまち こまき 第 2 次小牧市文化振興ビ

































                                                     
46 小牧市教育委員会（2016）『市民とともにつくる文化のまち こまき 第 2 次小牧市文化振興ビ






52 教育大綱は小牧市、教育振興基本計画は小牧市教育委員会、がそれぞれ策定した。  



































                                                     











































                                                     
61 こまき市民文化財団（2014）『定款』こまき市民文化財団。 
62 一般財団法人こまき市民文化財団ホームページ「文化財団について」  
 （https://www.komaki-bunka.or.jp/about/vision 最終閲覧日：2019 年 8 月 22 日）． 





































                                                     
64 小牧市役所教育委員会生涯学習課担当者インタビューより（2019 年 9 月 26 日）。 
65 1,334 席を有する市民会館と講堂や会議室、茶室等を有する公民館との複合施設であるが、本研  
究による寿学園は市民会館で実施されている。  
66 小牧市議会議事録「小牧市議会議案第 23 号 小牧市立寿学園設置条例制定について」（1962 年 3
月 22 日可決）。 
67 小牧市議会（1966）『小牧市議会文教厚生委員会議事記録資料「小牧市議会議案第 19 号 小牧
市立寿学園設置条例の全部を改正する条例」（1966 年 3 月）』小牧市議会。 
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それ以外での政策面の位置づけについては、「第 7 次小牧市高齢者保健福祉計画 小牧市
老人福祉計画・小牧市介護保険事業計画（平成 30 年度－平成 32 年度）」のなかに見るこ
とができる。 














寿学園は市内の 65 歳以上の方を対象とし、前述した目的を達成するため、毎月 1 回実




                                                     
68 小牧市役所健康福祉部長寿障がい福祉課担当者インタビューより（2019 年 5 月 27 日）。 
69 小牧市（2018）『第 7 次小牧市高齢者保健福祉計画 小牧市老人福祉計画・小牧市介護保険事業
計画（平成 30 年度－平成 32 年度）』小牧市、P.83． 
70 小牧市役所健康福祉部長寿障がい福祉課担当者インタビューより（2019 年 5 月 27 日）。 
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2019 年 7 月 4 日現在の寿学園の生徒数は、男性 740 人、女性 1,393 人、合計 2,133 人で
ある。毎月の参加者数はおよそ 400 人～600 人で、参加の状況は任意グループでの参加も
あれば、個人での参加もある。登録グループ数は 2018 年度においては 146 グループであ
った。 
登録している生徒の年齢層であるが、60 代 42 人、70 代 891 人、80 代 1,045 人、90 代
以上 155 人（把握できる範囲での数字）である。この数字は、登録している生徒の内、退
園届がされないまま転出や通園しなくなった人も含んでいるということも考えられるとの
ことであった77。参加者の年齢は 75 歳からの後期高齢者が多いとのことである78。 
生徒数は年々高齢者の数は増加しているにもかかわらず、担当である長寿障がい福祉課




 2019 年度予算では、事業全体では 12,621,000 円で、主な内容は、バス借上料 9,200,000







                                                     
74 小牧市役所健康福祉部長寿障がい福祉課担当者インタビューより（2019 年 5 月 27 日）。 
75 同上。 
76 「小牧市立寿学園運営規則（昭和 43 年 3 月 30 日規則第 5 号）」第 2 条。 
77 小牧市役所健康福祉部長寿障がい福祉課担当者インタビューより（2019 年 5 月 27 日）。 
78 同上。  
79 同上。  
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【1935 年生まれ、1932 まれの女性】 














                                                     
80 小牧市寿学園会場の小牧市市民会館にてインタビュー実施（2019 年 7 月 19 日）。 
81 市内各地で月 1 回から 2 回開催される小規模な高齢者の集い、通いの場。 
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82 小牧市役所健康福祉部長寿障がい福祉課担当者インタビューより（2019 年 5 月 27 日）。  
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 












寿学園の受講者を年代別に見ると、80 代が一番多く、比較的若い 60 代の高齢者は少な
い。事業計画を見ても、演歌、民謡、手品等後期高齢者が好む内容が多い。  
一口に高齢者といっても 60 代から 90 代以上と年齢の幅も広く、音楽一つをとっても、
かつては演歌や民謡が高齢者の好みとされていたが、今のヤングオールドは83、ビートル
ズ、ザ・ローリングストーンズ、サザンオールスターズや松任谷由美（ユーミン）の世代

















                                                     
83 デジタル大辞泉「65 歳以上を高年齢層としたとき、65 歳から 74 歳までをいう。また、一般に
60 歳代くらいの比較的若い層の老人のこと」。
（https://kotobank.jp/word/%E3%83%A4%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%AA%E3%83%B
C%E3%83%AB%E3%83%89-650004 最終閲覧日：2019 年 8 月 24 日） 
 本研究では 60 歳～75 歳未満の比較的若い高齢者世代を指す言葉として使う。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
















するため、豊川市は 2006 年から 2010 年にかけて旧宝飯郡の 4 町（一宮町、音羽町、御津










いては国道 1 号と 23 号が南西部を、国道 151 号と 247 号（小坂井バイパス）が南東部を
通り、東名高速道路等への接続性を高めている。さらに、市域中央を東三河環状線が包み、
市街地を横断する姫街道が各国道を結ぶことで、道路のネットワークが形成されている。  
 鉄道に目を向けると、市内には 19 の鉄道駅があり、南部をＪＲ東海道本線、東部にＪＲ
飯田線、中央部に名鉄名古屋本線が走っており、市外との交通の利便性を高めている。  




                                                     
84 豊川市（2016）『第 6 次豊川市総合計画 2016 年度～2025 年度』豊川市、参照。 
85 豊川市（2019）『2019 年度施政方針並びに予算案大綱説明』豊川市、pp.2-4. 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 





















豊川市の文化政策は、「第 6 次豊川市総合計画（2016 年度～2025 年度）」及び「豊川文
化芸術創造プラン（2012 年度～2021 年度）」（以下「プラン」）を根拠に行われており、文
化芸術に関する条例は制定されていない。 









                                                     
86 豊川市（2019）『2019 年度豊川市予算』豊川市、pp.2-4． 
87 豊川市ホームページ「市長就任式」。 
（https://www.city.toyokawa.lg.jp/shisei/shichoshitsu/shichoaisatsu/sichouaisatu31/sichouaisa
tu011021.html 最終閲覧日：2019 年 10 月 24 日）． 
88 在任期間 2007 年～2019 年 10 月。 
89 豊川市（2016）『第 6 次豊川市総合計画 2016 年度～2025 年度』豊川市、p.107． 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 



































                                                     






































                                                     
92 豊川市『とよかわ文化芸術創造プラン（2012 年 3 月）』豊川市、p.23． 
93 豊川市市民部文化振興課市民部次長兼文化振興課長インタビューより（2019 年 9 月 20 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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老人クラブ連合会に対して、その支援を行うことが明記されている99。   
以上のことを第 6 次総合計画では、「施策４ 高齢者福祉の推進」において、将来目標を
「高齢者が自立し、生きがいのある生活を送っているまち」とし、そのための事業例を「老
                                                     
94 公益財団法人愛知県老人クラブ連合会（2016）『愛知県老人クラブ連合会五十周年記念誌』愛知
県老人クラブ連合会、pp.29-30． 
95 社会福祉法人豊川市社会福祉協議会  地域福祉課地域福祉係市老連担当者資料「2019 年度高齢 
者の生きがいと健康づくり推進事業」より。 
96 豊川市（2018）『豊川市高齢者福祉計画＜平成 30（2018）年度～平成 35（2023）年度＞（平成



















４－２－３ 事業の概要  
 豊川市における高齢者大学は、老人クラブ101の加入者を対象としているため、高齢者大
学を受講するためには地区の老人クラブに加入する事が必要となっている。つまり、概ね
60 歳以上から加入できる老人クラブの会員であることが条件となる。  
開催単位は市内にある 10 の中学校区ごとに、10 地区102に分け、それぞれの地区で開催
され、定員は各地区原則 30 名となっている。開講式は地区ごとに、それぞれの会場で行わ
れ、最後に全体で健康講座と卒業式が文化会館で行われる。  
 講座回数は全部で 7 回開催され、その内訳は地区開催が 5 回、全体集中講座が 1 回、卒












                                                     
100 高齢者を対象として学習、ふれあい、健康づくり等に関する各種教室、講座、交流会などを開
催し、世代間交流を深め、高齢者が積極的に社会参加できる環境の整備を図るための事業。 
101 地区単位の老人クラブをいう。これを統括しているのが老人クラブ連合会。  
102 東部、南部、中部、西部、代田、金屋、一宮、音羽、御津、小坂井の 10 中学校区（10 地区）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 


















防災」などとなっており、全部で 74 のメニューが用意されている104。 
高齢者大学の地区開催をするにあたり、地域での身近な話題について多くのメニューが
用意され、しかも無料で講師が手配できることから、この出前講座が多く利用されている。  






概ね 60 歳以上であれば地区の老人クラブに入る事ができ、加入者数は 2019 年 4 月 1 日
現在、7,104 人となっている105。同日における 60 歳以上の人口は 58,128 人106であるので、
老人クラブ加入率は 12.2％に過ぎず、年々加入者は減少している。 
 参加の状況であるが、2018 年度 287 人、2017 年度 305 人、2016 年度 299 人、2015 年
度 361 人、2014 年度 208 人である。5 年間で定員 1,500 人のところ、男性 735 人、女性
825 人、合計 1,560 人となっている107。男女比は男性 47.1％、女性 52.9％である。合計数
                                                     
103 豊川市教育委員会生涯学習課（2019）『平成 31 年度豊川市生涯学習まちづくり出前講座』豊川
市教育委員会生涯学習課。 
104 同上。 
105 社会福祉法人豊川市社会福祉協議会 地域福祉課地域福祉係市老連担当者資料より。 
106 豊川市（2019）『豊川市年齢別統計表（2019 年 3 月 31 日現在）』豊川市。 
107 社会福祉法人豊川市社会福祉協議会 地域福祉課地域福祉係市老連担当者資料より。  
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 









 また市内を 10 地区に分けての実施であるが、老人クラブの会員数が多い等の理由から
いくつかのグループに分け順番に参加している地区もあり、そのような地区では受講する
間隔が隔年やあるいは 4 年から 8 年に 1 回、という場合もある。 









 高齢者大学全体の予算は、開催単位である地区への助成金が 1 地区 6 万円、10 地区分で
60 万円、それ以外は修了証書と記念品代、バスの借上げ代 127,000 円や諸経費を合わせ
て、1,027,000 円である110。 







は 1966 年に「老人クラブ指導者研修会」として愛知県下 5 地区で始まった事業であるが、
2015 年度には 16 地区で、市町村老人クラブ連合会との共催事業として、各地に根ざした
                                                     
108 社会福祉法人豊川市社会福祉協議会 地域福祉課地域福祉係市老連担当者へのインタビューよ
り（2019 年 6 月 28 日）。 
109 同上。 
110 同上。 
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 受講の機会を見てみると、前述したとおり 6 月から 11 月上旬の約半年で卒業式を含め
て６回の開催で、あとの半年は何もない事や、老人クラブの会員数が地区により差がある
ことから、毎年受講機会があるのは 10 地区中４地区に止まり、他の地区は隔年開催や、4












り（2019 年 6 月 28 日）。 
114 社会福祉法人豊川市社会福祉協議会 地域福祉課課長への電話インタビューより（2019 年 10
月 29 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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４－４ 豊川市高齢者大学の検討  
 社会参加の視点から高齢者大学を分析してみる。 
 まず講座の内容の魅力についてであるが、全体で行う講座以外は自由に決めることがで





























   
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 








田市及び豊中市に、北は豊能町に隣接している。市域は東西 7.1 ㎞、南北 11.7 ㎞、面積
47.90 ㎢、人口は約 13 万 8 千人115である。国定公園が広がる緑豊かな自然環境に恵まれ
ながら、大阪都心へのアクセスが便利で、箕面市から大阪「梅田」までは、電車で最短 24



















 市街化の歴史的経緯としては、箕面市の市街化は明治 43 年の箕面有馬電気軌道の開通
に始まり、大正から昭和初期には西部地域の箕面線沿線地域で、区画の大きい良好な住宅
地の造成が進んだ。本格的な市街化の進展は、昭和 40 年代以降の千里丘陵の開発や万博
                                                     
115 箕面市（2019）『市勢年鑑 2019 年度版』箕面市。 
116 箕面市ホームページ「交通アクセス」 



































                                                     
118 箕面市（2007）『北大阪急行線延伸整備計画策定調査報告書』箕面市、p.4． 
119 同報告書、p.8． 
120 箕面市ホームページ「箕面市長所信表明 2016 年 9 月）」 

















さらに、2018 年に 65 歳から 74 歳の方を対象に行った「高齢者基本健康調査」の結果















 2019 年度の事業計画の基本方針は、以下のとおりである125。 
 
                                                     
121 箕面市ホームページ「2019 年度施政及び予算編成方針」参考  
 （https://www.city.minoh.lg.jp/suishin/administrative_policy/h31.html 最終閲覧日：2019 年 7




124 公益財団法人箕面市メイプル文化財団ホームページ「設立趣意書」より  








































年 5 月 30 日）。 
128 メイプル文化財団芸術創造セクションアソシエイトマネージャーからのメールより（2019 年 6
月 19 日）。 
129 メイプル文化財団芸術創造セクションアソシエイトマネージャーへのインタビューより（2019
年 5 月 30 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 









2010 年度（第 1 期）の箕面シニア塾立上げ時には、全 6 コースの内 3 コースをメイプ
ル文化財団が受け持つこととなる。2015 年度（第 6 期）からは 6 コース全てを受託し、受
講者の募集・決定から全てをメイプル文化財団が行うこととなった。2016 年度（第 7 期）
からは介護予防事業の一環となったことから、予算が増額され、4 コース増えて全 10 コー
スとなった。増えた講座の内容を見ると、体力アップを目指した講座や、健康・医療系の
講座が追加されている。 




2018 年度（第 9 期）には 5 コースが増え 15 コースに、さらに 2019 年度（第 10 期）に
は、スポーツコースが新たに 20 クラス新設され、この部分はミズノグループが受託して
いる130。現在の主催は箕面市と箕面市教育委員会、主管はミズノグループ、メイプル文化
財団となっており、全 35 クラスのうち、スポーツコース 20 クラスをミズノグループが、








                                                     





んか～」（2010 年 5 月 12 日）』箕面市より。 
133 箕面市ホームページ「箕面シニア塾」  
（https://www.city.minoh.lg.jp/syogai/senior-top.html 最終閲覧日：2019 年 9 月 24 日）． 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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５－２－２ 政策での位置付けと運営形態    
箕面シニア塾の政策での位置付けを見てみると「第五次箕面市総合計画後期基本計画


















５―２―３ 事業の概要  
 箕面シニア塾は 60 歳以上の高齢者が共に学び、からだを動かし、語り合える市オリジ
ナルの講座である。テーマは「楽しく仲間づくり」と「健康なくらし」で、座学や体験を
中心とした文化・健康コース（15 クラス）とスポーツコース（20 クラス）から成る講座で
ある138。日程は 7 月から 12 月までの半年間に全 5 回から 8 回開催される。定員は各クラ
ス 12 人から 50 人で、スポーツコースの定員は 516 人、文化・健康コースは 590 人とな
っている。費用は 1 クラス 1,000 円で（実費負担があるクラスもある）、一人 4 クラスま
で受講できる。応募者が定員を超えたクラスは、新規受講者が優先される。 




137 箕面市（2018）『第 7 期箕面市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（2018 年度～2020 年
度）』箕面市、p.77． 
138 箕面市（2019）『箕面シニア塾 冊子』箕面市。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 















 箕面シニア塾の講座の内容については、2019 年度に新設されたスポーツコース 20 クラ
















                                                     
139 メイプル文化財団芸術創造セクションアソシエイトマネージャーへのインタビューより（2019
年 5 月 30 日）。 














式は 6 月 26 日にグリーンホール（箕面市立市民会館）で実施された。内容は第 1 部主催
















 参加資格は「箕面市内在住、在職、在学の 60 歳以上の方で、原則として全日程出席でき
る方」144とある。 
 参加の状況は 2018 年度の受講者数は 582 人で、うち男性 191 人、女性 391 人である。
2014 年度からの参加者数を見ると講座数の増加もあり、年々増加している。2019 年度は
1,116 人の定員中、総申込者数は 940 人であった。 
 
５－３－３ 予算の状況    
 予算については、メイプル文化財団の受託分、15 クラス分の委託料は約 1,500 万円で、
そのうち 3 分の 2 の約 990 万円が運営するための人件費、それ以外は報償費（講師謝礼）、
                                                     
142 メイプル文化財団芸術創造セクションアソシエイトマネージャーへのインタビューより（2019
年 5 月 30 日）。 
143 同上。 












５－３－４ 事業の特徴  
 箕面シニア塾の特徴は、何といっても講座の選択肢が多様であるということだ。受講し

















開催期間、回数であるが、7 月から 12 月までで、クラスによって 5 回から 8 回開催され
る。 








                                                     










また、人とのつながりについて見ると、1 年のうち、文化健康コースは 6 月～12 月まで





























                                                     








となっており、スポーツコースの 20 クラスを加えると、全 35 コースの内、28 クラスが
運動系となっている。これではメイプル文化財団が受託していることのメリットを生かし
きれてないのではないか。 







                                                     
148 メイプル文化財団アソシエイトマネージャーインタビューより（2019 年 5 月 30 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 







 可児市は岐阜県の南部に位置し、東西 16.6 ㎞、南北 11.0 ㎞、面積は 87.6 ㎢、人口は約










 人口の状況は、2008 年（平成 20 年）10 月まで増加を続けてきたが、その後雇用情勢の
悪化から転出などが進み減少に転じていた。その後 2015 年からは外国籍市民を中心に人















                                                     
149 可児市（2011）『可児市第 4 次総合計画』可児市、参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
































                                                     
150 可児市（2019）『2019 年度可児市施政方針』可児市。 
151 可児市（2019）『2019 年度可児市予算の概要』可児市。  
152 NHK オンライン「麒麟がくる」  
（https://www.nhk.or.jp/kirin/about/index.html 最終閲覧日：2019 年 12 月 21 日）．   
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157 可児市文化創造センターホームページ「アーラとは」参照















  「相対的貧困」は先進国の抱える共通した社会問題で、飢餓寸前にやせ衰えていたり  
  服がボロボロだったりと「見える貧困」ではなく、「見えない貧困」です。「相対的貧





















                                                     
163 衛紀生（2017）「つながり貯蓄のためにー孤立と孤独を回避する、劇場の社会的使命」『ala ま








166 可児市役所文化スポーツ部文化スポーツ課担当者インタビューより（2019 年 9 月 26 日）。 



































 政策での位置付けは、「可児市第四次総合計画後期基本計画（2016 年度～2019 年度）」
の中の各論施策３－４「生涯学習とスポーツを楽しめるまちをつくる」において「生涯学
習活動の充実」の基本事務の内容の中に「高齢者大学事業の推進」が明記されている170。 
                                                     
168 可児市（2011）『可児市教育基本計画概要版（2011 年度～2020 年度）』可児市、p.6． 
169 可児市市民部（2019）『2019 年度可児市高齢者大学学習計画表』可児市市民部、p.1． 




佐藤 美子 SATO  Yoshiko  
56 
 
  また「可児市教育基本計画概要版（2011 年度～2020 年度）」には基本目標Ⅲ「市民の意
欲と能力を伸ばし、生かす生涯学習」の施策 1「多様な生涯学習学習機会の提供」におい
て、高齢者大学事業の推進が明記されている171。 










長が選出されている地区を 1 名増員することが可能となっている。 
2019 年度の運営委員の人数は 27 名で、運営委員会の中に研修、広報、講座、特別、と














 高齢者大学は市内在住の満 60 歳以上の人が対象で、活動内容は大学講座と大学院講座、
11 のクラブ活動となっている。大学講座と大学院講座は 5 月から翌年 2 月まで、8 月を除
                                                     
171 可児市『可児市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画第 7 期（2019 年度～2020 年度）』可児
市、p.4． 
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 大学院については 2 年に一度、市の広報で受講生を募集しており、2019 年度は「新古今




 入学資格は「市内在住の満 60 歳以上（2019 年 4 月 1 日現在）の方」177となっている。
参加の状況は、2019 年度は定員 1,019 人178のところ 773 人で、男性 238 人、女性 535 人、
受講者の年代は 60 歳代 110 人、70 歳代 463 人、80 歳代 193 人、90 歳代 7 人で、平均年
齢は 75.6 歳である179。 
                                                     
173 可児市市民部（2019）『2019 年度可児市高齢者大学学習計画表』可児市。 
174 内容によっては、地区別に午前と午後に分けて開催。 
175 可児市市民部（2019）『2019 年度可児市高齢者大学学習計画表』可児市。 
176 地域活動や生涯学習学習活動など地域のあらゆる活動の場として利用することができる市民の
ための施設。公民館が担ってきた社会教育・生涯学習活動の拠点としての役割も担っている。  
177 可児市高齢者大学事務局（2019）『2019 年度高齢者大学募集要項』可児市高齢者大学事務局。  
178 アーラ主劇場（宇宙のホール）客席総数が定員。 
179 可児市地域振興課の説明による。  
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 











2019 年度予算は、事業全体として 1,879,000 円で、地域振興課が確保している。主な内
容は、講師謝礼は高齢者大学が 198,000 円、大学院が 135,000 円、印刷製本費 562,000 円、




















開催期間は 5 月から翌年 2 月までの 10 か月間、8 月を除く毎月 1 回の開催となってお
り、9 回開催されている。 
                                                     
180 可児市地域振興課（2019）『2019 年度可児市高齢者大学受講者数』可児市地域振興課。  
181 可児市役所市民部地域振興課担当者へのインタビューより（2019 年 6 月 25 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 


































ういった人たちの希望に引っ張られる。60 代にとっても 80 代にとっても魅力のあるもの
を企画するのは、大変困難なのではないかと推察する。 
                                                     
182 アーラにおいて行った高齢者大学受講者へのインタビューより（2019 年 7 月 10 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 






























 人口は、1965 年頃から約 50 年にわたり 13 万人台を推移してきたが、直近の約 10 年間
では転入と出生数の増により大幅な増加基調が見られ、2019 年 6 月 1 日現在では約 14 万



















2018 年に武蔵野市が実施した人口推計によると、総人口は直近 5 年間で約 6 千人増加
しており、現状の約 14 万 7 千人から 2023 年には 15 万人を突破し、2048 年には約 16 万
                                                     
183 武蔵野市（2019）『武蔵野市第六期長期計画案（2020 年度～2029 年度）』武蔵野市、武蔵野市
（2018）『武蔵野市文化振興基本方針（2018 年 11 月）』武蔵野市、参照。  
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 































































こうした中、2011 年 12 月に制定した「武蔵野市長期計画条例による長期計画（2011 年





 これを受けて 2018 年に「武蔵野市文化振興基本方針（以下「基本方針」）」が策定され、
その「１基本方針策定の目的」を見てみると「芸術文化の活動を通じて、私たちは自分の
個性や潜在的な価値に気づいたり、様々な人とつながりをもつきっかけを得たりします」
                                                     
184 武蔵野市（2019）『武蔵野市第六期長期計画案（2020 年度～2029 年度）』武蔵野市、p.23． 
185 同計画案 p.23． 
186 武蔵野市市民部市民活動推進課インタビューより（2019 年 9 月 27 日）。 























 この基本方針は以下の 5 つの方針を示している。 
 
方針１ 誰もが芸術文化を享受できる機会をつくります 
方針２ 芸術文化を身近に体験、活動、交流できる環境をつくります  
方針３ 地域の芸術文化資源を活用し、それを活かすまちにします  
方針４ 市民、民間企業、ＮＰＯ、専門家、行政等の文化振興のための連携をすすめま  
  す 










                                                     




































者の学習活動の団体 5 団体が地域ごとに結成されており、この 5 団体の全面的な協力を得
                                                     
191 武蔵野市（2018）『武蔵野市文化振興基本方針（2018 年 11 月）』武蔵野市、p.28． 
192 武蔵野市（2019）『武蔵野市第六期長期計画案（2020 年度～2029 年度）』武蔵野市、p.23． 
193 同計画案、p.23． 











 当初はこの 5 団体を対象として、9 月～12 月まで 8 回にわたる 30 時間のプログラムで
あった。その結果が好評であったため、翌 1967 年には対象を特定せず、市内在住の 60 歳
以上の人から 45 人を公募したところ、応募者は 60 人に達するスタートとなった。 






















                                                     
195 武蔵野市役所教育委員会教育部生涯学習学習スポーツ課生涯学習係長へのインタビューより
（2019 年 8 月 6 日）。 
196 武蔵野市教育委員会（2018）『武蔵野教育史 1990‐2014』武蔵野市教育委員会、p.485． 
197 （公財）武蔵野生涯学習振興事業団、武蔵野プレイス事業部プレイス管理課生涯学習支援係イ
ンタビューより（2019 年 8 月 6 日）。 
198 武蔵野市教育委員会（2010）「武蔵野市生涯学習計画 2010－2019」p.23． 
199 武蔵野市（2019）『武蔵野市第六期長期計画案（2020 年度～2029 年度）』武蔵野市、p47． 
200 （公財）武蔵野生涯学習振興事業団、武蔵野プレイス事業部プレイス管理課生涯学習支援係イ
ンタビューより（2019 年 8 月 6 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 




 いきいきセミナーは、武蔵野市在住の 60 歳以上の方を対象に、前述した目的の達成の
ため、年 2 回、前期と後期、会場を東と西に分けて実施されている。定員は各 40 名で、定
員を超えた応募があった場合は抽選となっている。 
 前期は市の東に位置する商工会館を、後期は市の西に位置する武蔵野プレイスを主会場
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参加状況は、2018 年度は 85 人、2017 年度 47 人、2016 年度 63 人、2015 年度 74 人、
2014 年度 82 人である。5 年間で定員 400 人のところ、男性 111 人、女性 240 人、合計
351 人となっている。男女比は男性 31.6％、女性 68.4％である。 







 2016 年度から 2018 年度の予算を見ると、150 万円前後で横ばい状態である。2018 年














齢は 72 歳程度とヤングオールド世代の受講生が多いのも特徴である204。 
 





                                                     
203 （公財）武蔵野生涯学習振興事業団、武蔵野プレイス事業部プレイス管理課生涯学習支援係イ








































                                                     
205 （公財）武蔵野生涯学習振興事業団、武蔵野プレイス事業部プレイス管理課生涯学習支援係イ
ンタビューより（2019 年 8 月 6 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 












































生みだすことが重要であるという考えによるものである。   
受講の期間は、小牧市では 1 年を通して月 1 回のペースで開催されており、可児市は 5
月から翌年２月までの 9 カ月間にやはり月 1 回のペースで開催されている。豊川市は 6 月
から 11 月にかけて６回、箕面市は選択したクラスごとに異なるものの、6 月から 12 月に
かけて 5 回から 8 回開催されている。武蔵野市は前期が 4 月から 7 月、後期が 9 月から


























                                                     
206 箕面市のスポーツコースの 20 クラスが全て参加・体験型なので、多数を占めた。  
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
























 小牧市と可児市では、毎回大きな会場で講座を実施している。小牧市の場合は 400 人か







 一方で、箕面、豊川、武蔵野の 3 市は、少人数の同じメンバーで、一定の期間や回数を
重ねる形で実施されている。 
箕面市については、受講生が講座を選択することができるため、同じような好みを持つ
人が集まることができる。定員も 12 名から 50 名で、20 人から 40 人のクラスが多くを占
                                                     
207 小牧市立寿学園受講者（70 代女性）へのインタビューより（2019 年 7 月 19 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 



































                                                     




































                                                     
210 『国保新聞』2019 年 8 月 1 日付。 
211 小牧市（2018）『第 7 次高齢者保健福祉計画 小牧市老人福祉計画・小牧市介護保険事業計画






































                                                     
213 可児市（2019）『第 3 期可児市地域福祉計画（2019 年度～2023 年度）』可児市、p.56． 
214 同計画、p.6． 
215 可児市（2019）『可児市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画（2019 年度～2023 年度）』可児
市、p.3． 
216 可児市役所市民部地域振興課担当者へのインタビューより（2019 年 6 月 25 日）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 

































                                                     
217 豊川市市民部文化振興課市民部次長兼文化振興課長インタビューより（2019 年 9 月 20 日）。 
218 豊川市『豊川市高齢者福祉計画（2018 年度～2023 年度）』豊川市、pp.48-49． 
219 豊川市市民部文化振興課市民部次長兼文化振興課長インタビューより（2019 年 9 月 20 日）。 
220 豊川市教育委員会生涯学習担当者電話インタビューより（2019 年 10 月 29 日）． 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 



































                                                     
















































































                                                     
223 吉本光宏「高齢者と向き合う英国マンチェスター －エイジフレンドリーな都市を目指して
－」『地域創造』、地域創造、Sprig 2017 vol.41、pp.54-62． 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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表 1 インタビュー調査実施一覧表 
 









































































佐藤 美子 SATO  Yoshiko  
 
89 
表２  高齢者大学事業比較表 
 
項目 小牧市（2019年5月27日・9月26日調査） 豊川市（2019年6月28日・9月20日調査） 箕面市（2019年5月30日調査） 可児市（2019年6月26日・9月26日調査） 武蔵野市（2019年8月6日・9月27日調査）



















































































































  内：バス借上料 　　9,200千円
        出演者謝礼　 　290千円
        事報酬　  　　 1,146千円
2018年度：1,027千円





　　     　報償費、委託料、施設使用料、
          負担金・保険料、印刷製本費








　　　　　  使用料           776千円























































有　　　とよかわ文化芸術創造プラン 無 可児市文化創造センターの指定管理の仕様書にて明文化されている 有　武蔵野市文化振興基本方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　調査を基に筆者作成
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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表３－１   
小牧市「小牧市立寿学園」 講座内容 
タイトル 受講形態 ジャンル 
① 認知症予防セミナー 1 A 
② 歌謡ショー 1 B 
③ カラダに効く食肉 1 A 
④ ポルタメント小牧と沖縄三線 1 C 
⑤ ポルタメント小牧とクラシックギター 1 C 
⑥ 市の観光名所 1 B 
⑦ 鶴亀演芸 1 B 
⑧ 介護予防 1 A 
⑨ 生徒の発表会 2 B 
⑩ 小牧市日本舞踊協会による公演 1 B 
⑪ 小牧市民謡協会による公演 1 B 
⑫ 課外学習（長島温泉・お千代保稲荷） 2 B 
⑬ 小牧市民病院について 1 A 
⑭ 高齢者の交通安全 1 A 
⑮ 笑いと健康 1 B 
⑯ 音楽鑑賞 1 C 
⑰ 映画鑑賞 1 C 
⑱ 旅行の楽しみ方 1 B 
⑲ プロによる演芸（音楽鑑賞） 1 C 












なものは B とし、プロ・セミプロによるものは C とした。当初のメニューより変更があったことが分かった
ものは反映させた。  
受講形態 ジャンル 




3 創造型 生活文化・生活知識 
    C 伝統芸能・文化芸術系 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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表３－２   
豊川市「高齢者大学」  講座内容 
タイトル 受講形態 ジャンル 
① 交通安全教室 1 B 
② 悪徳商法被害防止出前講座 1 B 
③ マジック教室 2 B 
④ 地域包括ケアシステム 1 A 
⑤ 市内施設めぐり 2 B 
⑥ 生きがい講演会 1 A 
⑦ 介護保険ってなに？ 1 B 
⑧ 在宅医療ってなに？ 1 A 
⑨ 消費生活出前講座 1 B 
⑩ 専門職による医療・介護講座 1 A 
⑪ ふるさと御油の歴史 1 B 
⑫ そうだったのか「がん」 1 A 
⑬ 趣味・娯楽講座 1 B 
⑭ 医療介護講座 1 A 
⑮ 手ばかりのすすめ 2 B 
⑯ 税務講座 1 B 
⑰ 健康講話 1 A 
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表３－３－１   
箕面市「箕面シニア塾」  講座内容 スポーツコース 
タイトル 受講形態 ジャンル 
① ストライクを取って爽快！ボウリング 2 A 
② みんなでつなぐソフトバレーボール 2 A 
③ 知略を巡らすペタンク 2 A 
④ みんな打って守って楽しめるティーボール 2 A 
⑤ チームプレーを楽しむソフトボール 2 A 
⑥ かっ飛ばして爽快！ゴルフ 2 A 
⑦ 狙いを定めていざ勝負！ターゲットバードゴルフ 2 A 
⑧ いつでもどこでも楽しいグラウンドゴルフ 2 A 
⑨ フットワーク軽やかな卓球 2 A 
⑩ 最速スピードを体感！バドミントン 2 A 
⑪ ラリーが続いて楽しさ抜群！テニス 2 A 
⑫ 基礎から学べるソフトテニス 2 A 
⑬ ポールをもってどこまでもノルディックウォーク 2 A 
⑭ めざせ日本記録マスターズ陸上 2 A 
⑮ 自分の限界を超えるマラソン 2 A 
⑯ 若返りのための体力づくりソフトエアロビクス 2 A 
⑰ 姿勢改善！基礎代謝アップ！ピラティス 2 A 
⑱ 誰でも気軽にフラダンス 2 A 
⑲ 腰まわりをシェイプアップ！ベリーダンス 2 A 
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表３－３－２   
箕面市「箕面シニア塾」 講座内容 文化・健康コース   
タイトル 受講形態 ジャンル 
① 開校式 基調講演  1 C 
② 伝統芸能の扉をひらこう 1 C 
③ 身近な「和」の世界 日本の美と出会う 1 B 
④ 見たい！知りたい！何でも体験！ 2 B 
⑤ 見どころいっぱい箕面体験 2 B 
⑥ やってみようスポーツ健康吹矢 2 A 
⑦ Let's Play ダーツ！ 2 A 
⑧ 3 分間体操 de 楽しく体力アップ  2 A 
⑨ 運動と脳トレでアンチエイジング 2 A 
⑩ 簡易太極拳で転倒防止 2 A 
⑪ きれいな姿勢でいい呼吸 椅子のヨガ 2 A 
⑫ みんなで歌おう！ 世界の名歌 2 B 
⑬ やさしいゆる体操初級 2 A 
⑭ 初心者のための囲碁入門 2 B 
⑮ 認知症予防トレーニングであたまとからだをほぐそう！ 2 A 














佐藤 美子 SATO  Yoshiko  
94 
 
表３－４   
可児市「高齢者大学」 講座内容 
タイトル 受講形態 ジャンル 
① 可児市政について 1 B 
② 骨・カルシウムセミナー 1 A 
③ 笑いは心のエネルギ― 1 B 







⑦ 天皇制を救った武将 明智光秀生誕の地は可児市 1 B 
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表３－５－１   
武蔵野市「いきいきセミナー」 前期 講座内容 
タイトル 受講形態 ジャンル 




② 与謝野晶子と平塚雷鳥 1 B 
③ 武蔵野散策～国木田独歩 （バス見学） 2 B 
④ 体操教室「ボディケア」 2 A 
⑤ データが語る「コミュニティ」と「つながり」の重要性 1 B 
⑥ 絵を楽しむこと・描くこと 3 C 
⑦ 愛着と関係性を育むための”相互理解”のコツ 1 B 
⑧ 源氏物語入門 1 B 
⑨ 亥年の選挙 ここに注目 1 B 
⑩ 移りゆく日本の歌～西洋音楽事始 2 B 
⑪ 能・狂言の魅力を知る 2 C 
閉講式・交換会 ー ー 
表３－５－２ 資料をもとに筆者作成 
武蔵野市「いきいきセミナー」 後期 講座内容 
タイトル 受講形態 ジャンル 
開講式・ガイダンス・仲間づくり ー ー 
介護予防・認知症予防のために～脳を使ってからだを動かす ー ー 
絵を楽しむこと・描くこと ー ー 
データが語る「コミュニティ」と「つながり」の重要性 ー ー 
体操講座「ボディケア」 ー ー 
武蔵野散策～国木田独歩  （バス見学） ー ー 
⑫ 明治時代の社会風俗～各地域・各階層のくらしの歴史 1 B 
源氏物語入門 ー ー 
愛着と関係性を育むための”相互理解”のコツ ー ー 
⑬ オリンピック そのあとさき 1 B 
⑭ 移りゆく日本の歌～学校で歌われなくなった唱歌 2 C 
能・狂言の魅力を知る ー ー 
閉講式・交換会 ー ー 
※前期・後期で共通の講座は、前期のみで分類、計上した。          資料をもとに筆者作成   
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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表４  分類表   
小牧市 
 A B C 
1 ①,③,⑧,⑬,⑭,⑳ ②,⑥,⑦,⑩,⑪,⑮,⑱,㉑ ④,⑤,⑯,⑰,⑲ 
2  ⑨,⑫  
3    
豊川市  
 A B C 
1 ④,⑥,⑧,⑩,⑫,⑭,⑰ ①,②,⑦,⑨,⑪,⑬,⑯  
2 ⑱ ③,⑤,⑮  
3    
箕面市スポーツコース 
 A B C 






3    
箕面市文化・健康コース 
 A B C 





3    
可児市 
 A B C 
1 ②,⑤,⑥ ①,③,⑦,⑨ ④ 
2  ⑧  
3    
武蔵野市 
 A B C 
1  ②,⑤,⑦,⑧,⑨,⑫,⑬  
2 ①,④ ③,⑩ ⑪,⑭ 





















表５ 集計表    
全体     
     ジャンル 











1         
座学・鑑賞型 
16 27 8 51 
2         
体験型･参加型 
32 12 2 46 
3         
創造型       
0 0 1 1 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































老人文学としての俳句 高齢者の俳句人口：600～700万人 Creative Agingのための文化政策 衰退のエネルギー：人生の晩年における衰退の力
映
画
老人映画
「ハリーとトント」1974
「8月の鯨」1987
「黄昏」1981
「晩春」1949「麦秋」1951「東京物語」1953：小津安二郎
新藤兼人「午後の遺言状」1995
Creative Agingのための文化政策 ※老人が主人公、または印象的な脇役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記出典を基に筆者作成
漫画
高野文子「田辺のつる」
大島弓子「金髪の草原」「つるばらつる
ばら」
岡野雄一「ペコロスの母に会いに行く」
